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①-1 編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-214 高等学校 外国語 論理・表現Ⅰ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 論Ⅰ104-903 EARTHRISE English Logic and Expression I Essential 

 

１．編修の基本方針 
編修の基本方針として，日常的な話題，社会的な話題について，話すこと［やり取り］，話

すこと［発表］，書くことの３つの領域の能力を段階的に伸ばすこと，また，論理の構成や

展開を工夫して，主体的・自律的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養うことが可

能となるよう留意した． 

 

１．題材は，学習者に親しみやすく，かつ学習者の生きる力を育成する内容豊かなものを 

採用した． 

２．言語材料に関しては，中学校との連携を考慮して基本事項の定着を重視するとともに， 

その基礎を活用して論理的な英語表現の能力を伸ばすことが可能となるよう選定した． 

３．「書く」「話す」の生産的２技能を中心に育成する目的において，「読む」「聞く」の 

受容的２技能とも有機的に関連させる演習を随所に設け，学習者が幅広い言語活動に 

取り組むことができ，かつ積極的に授業に参加できるように配慮した． 

 

上述した内容・構成によって，学習者が多様な知識と教養を身に付け，積極的に社会の形成

に参画し，自他国の伝統・文化を尊重しつつ国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこ

とが達成できる教科書となるように編修した． 
 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 

前見返し 

CAN-DO for Goal Activities 

 

 

 

後見返し 

Classroom English 

・各課で達成すべき目標を 3 領域に分けて
具体的に提示することによって，英語によ
る表現活動への取り組みを促し，自ら学ぶ
力が育成されるように配慮した．（第２
号） 

・教室で用いる基礎的な英語表現を身に付
けさせる．（第１号） 

・相互の意見や関係性を尊重し，積極的に
コミュニケーションを図ろうとする態度を
養う．（第３号） 

・平等意識や公平の観念を養うため，男女
や人種などにおいて，偏りが生じないよう
に配慮した．（第 3 号） 

前見返し1・Ⅱ 

 

 

 

 

後見返しⅢ・Ⅳ 

 

 

 

 

写真全般 

 

 
Lesson 1～14 

 

＜導入ページ＞ 

・各課のテーマに関連する写真を用いたリ
スニング活動を通して，学習内容の導入を
行い，学習者の学ぶ意欲や主体的に学ぶ力
が育成されるように配慮した．（第２号） 

・トビラ写真の内容を踏まえた英語でのや
り取りを通して，相互の意見や関係性を尊
重し，積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度を養う．（第３号） 

 

Before you 

start... 1.  

(8, 16ページほか) 

 

Before you 

start... 2.  

(8, 16ページほか) 
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・使用場面や機能を念頭において，言語の
実際の使われ方を理解しようとする．（第
１号） 

・言語の身近な使用例から，コミュニケー
ションツールとしての英語の重要性を認識
し，自国や他国の文化を尊重する態度を養
う．（第５号） 

・平等意識や公平の観念を養うため，男女
や人種などにおいて，偏りが生じないよう
に配慮した．（第３号） 

・言語活動を通して，他者の価値観や意見
を尊重しながら，自分の考えに基づき積極
的にコミュニケーションする態度や，自他
を大切にし協力し合う態度を養う．（第２
号，第３号） 

・英語特有の論理表現や言語の働きを学ぶ
ことを通して，幅広い知識や英語で表現を
する際に必要な論理的な思考力を身につけ
る．（第１号） 

・自身が将来やってみたいボランティア活
動を扱う題材を通して，公共の精神を育み，
社会への参画を意識させる．（第３号） 

・世界遺産や環境にやさしいレストランを
扱う題材を通して，環境保全に寄与する態
度を養う．（第４号） 

・日本特有の挨拶や抹茶文化を扱う題材を
通して，日本文化への理解を深められるよ
うにする．（第５号） 

・尊敬する人物や他者が好きなことについ
て扱う題材を通して，個人の価値を尊重
し，創造性を培い，自分の将来について考
える機会を持てるようにする．（第２号） 

・世界の祝祭に関する題材を通して，他国
の文化を尊重する態度を養う．（第５号） 

・日本と他国を比較することで，その文化
などに対する理解や互いを尊重する態度を
養う．（第５号） 

 

＜言語の基本事項を学ぶページ＞ 

・英語で表現するための基本的かつ幅広い
知識を習得する．（第１号） 

 

 

・ペアやグループで対話や自己表現活動を
行い，学習者の創造性を伸ばしながら，コ
ミュニケーションを図る力を培う．（第２
号） 

・英語で表現するための基本的な知識を定
着させる．（第１号） 

・自身のことについて書く表現活動を通し
て，創造性を培い，自主及び自律の精神を
養う．（第２号） 

・自身のことについて書いたことを活用して
行うペアワーク等を通して，相互の意見や価
値観を尊重する態度を養う．（第３号） 

 

＜活動ページ＞ 

・英語で表現するための基本知識や言語の
働きを踏まえ，様々な場面でコミュニケー

Model Dialog / 

Model Passage 

(9, 17ページほか) 

 

 

 

 

写真・イラスト全
般 

 

Questions and 

Answers, Let’s 

Communicate! (9, 

17ページほか) 

 

Logic and 

Expressions 

(9, 17ページほか) 

 

Model Passage 

(63ページ) 

 

Model Passage / 

Dialog 

(27, 81ページほか) 

Model Dialog 

(35, 53ページ) 

 

Model Passage / 

Dialog 

(99, 125ページ) 

 

Model Passage 

(107ページ) 

Model Passage 

(117ページ) 

 

 

 

Grammar for 

Expressing 

Yourself  

(10, 12ページほか) 

ページ下部の吹き
出し 

(10, 11ページほか) 

 

Practice  

(11, 13ページほか) 

Express Yourself 

1. 

(11, 13ページほか) 

Express Yourself 

2.  

(11, 13ページほか) 

 

 

Goal Activities 

(14, 22ページほか) 
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ションを図る力を培う．（第１号） 

・Model Dialog / Model Passageと関連した
内容のリスニング活動を通して，導入ペー
ジと活動ページとを架橋し，学習者自身が
課の目標を達成するための学ぶ意欲を喚起
できるようにした．（第１号） 

・ペアでのやり取りや発表などの自己表現
活動を通して，創造性を培い，相互の意見
や価値観を尊重する態度を養う．（第２
号，第３号） 

・コミュニケーションツールとしての英語
の重要性を認識する．（第１号） 

・友だちとの仲直りを促すアドバイスや課
外活動などの他者との協同について考える
表現活動を通して，豊かな情操と道徳心を
培う．（第１号） 

・最も尊敬する人物や好きなことについて
の表現活動を通して，職業への意識づけを
行い，個人の価値を重視し，勤労を重んず
る態度を養う．（第２号） 

・将来やってみたいボランティア活動につ
いての表現活動を通して，公共の精神，社
会への参画を意識させる．（第３号） 

・環境保護についての表現活動を通して，環
境保全に寄与する姿勢を養う．（第４号） 

・日本の食べものや日本の好きな祝日，居
住地について説明する表現活動を通して，
国際社会の一員である自覚を促す．（第５
号） 

 

Task 1 

(14, 22ページほか) 

 

 

 

Task 2 

(14, 22ページほか) 

Goal 

(15, 23ページほか) 

TRY 

(15, 23ページほか) 

Goal Activities 

(Lesson 4, 5) 

 

 

Goal Activities 

(Lesson 11, 14) 

 

 

Goal Activities 

(Lesson 7) 

 

Goal Activities 

(Lesson 9) 

Goal Activities 

(Lesson 6, 12, 13) 

 

How to express yourself  
①～⑥ 

・英語の会話の進め方，発表のしかた，パ
ラグラフ構成・論理展開などに関する基本
的な知識を習得する．（第１号） 

24～35ページ 

42～43ページ 

60～61ページ 

78～79ページ 

114～115ページ 

Extended Activities  
Lessons 1-14 

・ペアワークや発表など，様々な言語活動
を通して，他者の価値観や意見を尊重しな
がら，自分の考えに基づき積極的にコミュ
ニケーションする態度を養う．そして自他
を大切にし，協力し合う心を養う．（第２
号，第３号） 

132～146ページ 

Basic Sentences 

─基本例文一覧 

・英語で表現するための基本的かつ幅広い
知識を定着させると同時に，表現力のバリ
エーションを増やすことを通して，英語を
用いた表現力を確実に養う．（第１号） 

148～161ページ 

Useful Expressions ・身の回りの事柄に関する語彙を増やし，さ
まざまな話題について英語で表現する能力を
養う．（第１号） 

162～169ページ 

Basic Rules for English 

Expressions 1-3 

・英語で表現するための基本的かつ幅広い
知識を確実に身に付ける．（第１号） 

・ペアワークを通して，相互の意見や価値
観を尊重する態度を養う．（第３号） 

解説 

(170～173ページ) 

Express Yourself 
(171, 172,ページほか) 

付表1-5 ・英語で表現するための基本的かつ幅広い
知識を確実に身に付け，生徒が自律的に学
習できるようにする．（第１号，第２号） 

174～175ページ 
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３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

Ⅰ．教科書の特色 

A. 英語を使って「話す力」「書く力」を無理なく段階的に伸ばすことができる構成 
1. 各課は，Step 1（導入ページ），Step 2（言語の基本事項を学ぶページ），Step 3（活動
ページ）の 3 つのステップに分かれており，英語を使って表現するための力をステップア
ップしながら身につけていくことができる構成になっています． 

2. 各ステップは見開き 2 ページ単位で構成されています．学習内容やゴールが一目でわかる
ため学習意欲を喚起しやすく，学習者にとって学びやすく指導者にとって教えやすい構成
となっています． 

B. 無理なく進められる学習事項の導入 
Step 1 では，様々な活動を通してその課での学習準備を行います．各課のテーマに関連する
写真の内容に関してペアで簡単なやり取りをする活動，その課での学習事項に触れて到達点
をイメージできるモデル文，そしてモデル文を踏まえた簡単な対話練習等の複数の表現活動
を通して，無理なく導入ができます． 

C. 学習した言語の基本事項や重要表現を確実に理解・定着させ，すぐに活用 
Step 2 では，英語で表現するために必要な言語の基本事項や重要表現を例文とともに学習
し，Practice で学習した内容を確認します．Practice の英文の多くは各課のトピックに関連
しているため，学んだ英文も活用しながら，直後の Express Yourself において 2 種類の表現
活動（自分のことを「書く」活動やペアでの「やり取り」の活動）に取り組み，学習した内
容をすぐにアウトプットすることができます． 

D. 各課の到達点としてまとまった文章を書いて発表する活動へと展開 
Step 3 では，Step 1 と 2 で学んだことを活かしながら，課のゴールとなる表現活動を行いま
す．Task 1 → Task 2 → Goal の 3 ステップに分かれており，無理なくステップアップしなが
ら授業をスムーズに展開し，Goal でまとまった文章を書いて発表する活動を行うことができ
ます．  

E. 各課の活動に役立つ特集ページを用意 
ペアワークなどでの会話のやり取り，スピーチなどの発表，英作文などそれぞれの活動
の際に役立つ解説ページを用意しています．論理的なパラグラフの構成や推敲・校正の
しかた，ディベート・ディスカッションの進め方など，比較的高度な言語活動について
もわかりやすく解説しています． 

Ⅱ．各課の構成 

A. 正課：表現の「導入」「理解・定着」「活用」をスムーズに展開できる内容としました．  

1．導入ページ（1 見開き／課） 

a) 左ページ：各課のテーマに関連する写真を用いたリスニング問題と簡単なやり取りをベ
ースとした活動を行います．  

b) 右ページ：本課共通の登場人物によって行われる対話や発表例（モデル文）を通して，
高校での学習事項のスムーズな導入を行います．そしてモデル文を踏まえたペアでのやり
取りの活動や，モデル文に関連するやり取りを通した自己表現活動を行います． 

2. 言語の基本事項を学ぶページ（2 見開き／課） 
a) 左ページ：英語を使って表現するための基盤を築く言語の基本事項や重要表現を例文と
ともに学習します．さらに，青色及び緑色の枠囲みでは「表現」につなげるポイント等を
紹介しています．  

b) 右ページ：学習した言語の基本事項や重要表現を確認するための問題を載せています．
問題文の内容の多くは各課のトピックに関連したものとなっており，使用されている語彙
や表現を，すぐに直下に配置された 2 種類の表現活動を通して活用することができます．  

3. 活動ページ（1 見開き／課） 
a) 左ページ：モデル文に関連する対話や発表の音声を聞いて情報を書き取る活動と，課の

Goal を見据えたペアでのやり取りを通した情報を整理する活動を行います． 

b) 右ページ：左ページの活動やこれまでに学習した表現を活用しながら，30～50 語程度の
まとまった文章を書き，自分の考えをまとめて発表する活動を行います． 

B. 正課以外 

1. 前見返しでは，各課で達成すべき目標を 3 領域に分けて具体的に提示することを通じて，
その課でできるようになることが学習者に明確にわかるようにしました。  

2. How to express yourself ①～⑥では，やり取りや発表，英作文のコツのほか，パラグラフ

ライティングの基本やディベート，ディスカッションの進め方についてまとめました． 
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3. Extended Activities では，各課で学んだ知識を活用しながら行う表現活動を行うことがで
きます．イラストで示された状況や設定において，ペアでやり取りをしたり，クラスの前
で発表したりします． 

4. Basic Sentences では，各課で学習した基本例文を日本語訳とともに再掲しています．表現
のバリエーションをさらに増やすための例文も追加掲載しているので，正課での復習を兼
ねて活用することで英語での表現力を鍛えることができます． 

5. 各課のテーマに関連する語句を Useful Expressions としてまとめ，表現活動に適宜使える
ようなものとしました．  

6. Basic Rules for English Expressions および付表 1-5 では，英語で表現するための基本ル
ールに関する解説をまとめました．前者では学んだ知識を活かしてペアで活動を行いま
す． 

7. 後見返しでは，Classroom English として，授業での使用が想定される基本的な英語表現
をまとめました．  

 

◆教材配当表 ＜B5判・176ページ・4色＞  

 
＊その他，各課の Goal Activities の活動において達成すべき目標 CAN-DO for Goal Activities〔前見返

し〕，表現力をみがく活動ページ Extended Activities 1-14，基本例文一覧 Basic Sentences，テーマ別表

現のまとめ Useful Expressions，英語で表現するための基本ルールを学習する Basic Rules for English 

Expressions 1-3，付表 1-5，授業での発話集 Classroom English〔後見返し〕を収録． 

＊二次元コードにより，各課の学習ポイント解説動画，補充問題を参考情報として提供．  

  

課 タイトル

1 Introducing yourself【紹介】 【文型】 説明・紹介する（S＋V / S＋V＋C / S＋V＋O）

説明・紹介する（S＋V＋O＋O / S＋V＋O＋C）

2 Visiting Kamakura【週末の過ごし方】 【時制(1)】 時を表す（現在・過去・未来）

時を表す（未来）

3 Climbing Mt. Fuji【旅行】 【時制(2)】 時を表す（現在完了形）

時を表す（過去完了形）

4 Tao’s experiences in Japan【助言・アドバイス】 【助動詞(1)】 能力・許可・義務などを表す

忠告・意志・推量などを表す

5 Belonging to the kendo  club【課外活動】 【助動詞(2)】 依頼・勧誘・提案・推量などを表す

過去の習慣・状態などを表す

6 Various sweets containing matcha 【日本文化】 【受動態】 「～される」を表す（1）

「～される」を表す（2）

7 Volunteering as a tour guide【ボランティア活動・将来】 【不定詞(1)】 to do を使って表す（1）

to do  / do を使って表す

8 Performing at the school festival【学校生活】 【不定詞(2)】 to do を使って表す（2）

to do を使って表す（3）

9 Eco-friendly restaurants【環境問題】 【動名詞】 「～すること」を表す（do ing）（1）

「～すること」を表す（do ing）（2）

10 Good apps for English learners【勉強・デジタル機器】 【分詞】 do ing / done  を使って説明する

do ing / done  を使って文に情報を加える

11 The person I respect most【尊敬する人】 【関係代名詞】 文の形で名詞（人や物）を説明する（1）

文の形で名詞（人や物）を説明する（2）

12 Interesting festivals and holidays【祭・祝日】 【関係副詞】 文の形で名詞（時や場所など）を説明する（1）

文の形で名詞（時や場所など）を説明する（2）ほか

13 My home country, Vietnam【世界の国々】 【比較】 比較を表す（1）

比較を表す（2）

14 My pet cat【好きなこと・大切なもの】 【仮定法】 仮定を表す（1）

仮定を表す（2）

　How to express yourself ⑥ ディベート・ディスカッションをしてみよう

学習事項

　会話の進み方，特徴など

スピーチの構成，発表のしかたなど

つなぎ表現，主題と主題文など

パラグラフの基本構成

文章の推敲・校正・修正のしかた

ディベート・ディスカッションの進め方

　How to express yourself ① ペアでやりとりをしてみよう

　How to express yourself ② クラスの前で発表してみよう

　How to express yourself ③ 英文を書いてみよう

　How to express yourself ④ パラグラフライティングの基本を学ぼう

　How to express yourself ⑤ 書いた文を推敲・校正してみよう
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①-2 編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-214 高等学校 外国語 論理・表現Ⅰ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 論Ⅰ104-903 EARTHRISE English Logic and Expression I Essential 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

Ⅰ．全般的な留意点  

A. 題材は，学習者にとって身近に感じることができる日常的な話題や社会的な話題など

バラエティに富んだ内容を取り揃えた． 

B. 言語の基本事項やそれに付随する重要表現はコミュニケーションを支えるものとして

とらえ，言語の基本に関する指導を言語活動と一体的に展開できるように，各課を通

して言語の基本知識の活用を積極的に促す活動素材を設けた． 

C. 英語を通して積極的にコミュニケーションを図る態度を育成するため，指示文は適宜

英語を用いた（ただし，Goal Activitiesにおける活動指示など，必要に応じて日本語を

使用した）．また，表現活動を行いやすいように，モデルとなる質問例やパラグラフ

を用意し，支援を比較的多く与えた． 

D. 「話す(やり取り)」「話す(発表)」「書く」の2技能3領域をバランスよく扱い，さまざ

まな活動を通して，論理的に話すことや，論理の展開や構成を工夫して文章を書くこ

とを確実に行えるように心がけた． 

E. 多様な観点や立場からの考えや意見を引き出すことができるような場面や状況を設定

することで，学習者が主体的・自律的に授業に参加することができるよう配慮した． 

Ⅱ．教科書の構成 ※教科書の概要は「編修趣意書（教育基本法との対照表）」をご参照ください． 

 A. 正課 

1. 導入ページ 

① メインタイトル／サブタイトル：各課のトピックに関する会話文やスピーチ（モデ

ル文）の表す内容をメインタイトルとして，各課の Goal Activities で達成する目標を

サブタイトルとして日本語と英語とに分けて提示しています．  

②  トビラ写真：各課のテーマに関連した，題材への興味を喚起する写真を載せていま

す． 

③ Before you start…：各課のテーマに関連した写真についてのリスニング問題と，ペ

アで行う簡単なやり取りの活動です． 

④ 二次元コード：モデル文のリスニングを行います． 

⑤ Model Dialog / Model Passage：各課のトピックに関する会話文やスピーチ（モデル

文）です．赤文字は Grammar for Expressing Yourself で学習する言語の基本事項，

青文字は Logic and Expressions で扱っている表現です． 

⑥ Questions and Answers：モデル文の内容に関する英問英答の活動です． 

⑦ Let’s Communicate!：モデル文に関連した内容について行うやり取りの表現活動です． 

⑧ Logic and Expressions：モデル文中の論理展開のパターンを示す語句や重要表現な

どを中心に取り上げて説明します． 
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2. 言語の基本事項を学ぶページ（Grammar for Expressing Yourself） 

英語で表現するために必要な言語の基本事項や表現を学習するページです． 

① 二次元コード：例文のリスニング，音読・発音練習を行います． 

② 解説・基本例文：英語で表現するために必要な言語の基本事項や重要表現を学習します． 

③ Practice：英語で表現する力を伸ばすのに役立つ，言語の基本事項や表現を確認する

問題です．問題文は適宜 Express Yourself で活用することができます． 

④ Express Yourself：学習した言語の基本事項や重要表現を用いて行う表現活動です．1

で自分のことを書いたあとに，2 ではそれを活かしてペアでやり取りの活動を行います． 

3. 活動ページ（Goal Activities） 

その課のゴールとなる表現活動を行うページです．Task 1 → Task 2 → Goal の 3 ステ

ップに分かれています． 

① Task 1：活動の準備を行うためのリスニング問題です．課のトピックやモデル文の

内容に関連しています． 

② Task 2：Goal で文章を書くための準備となるやり取りの活動です．適宜ヒントや解

答例もつけています． 

③ Goal：その課で学習したことを踏まえて，Task 2 でのやり取りの内容をもとに，ま

とまった文章を書いて発表する活動です． 

④ TRY：その課で学んだことを活用して取り組むペアやグループで行うやり取りの活

動です． 

⑤ CAN-DO Self-review for Goal Activities：各Goal Activitiesでの学習内容の到達度

を確認できる自己評価用チェックリストです． 

 B. その他 

1. 前見返し（CAN-DO for Goal Activities） 

各課のGoal Activitiesの活動において達成すべき目標を3領域に分けて示しています． 

2. How to express yourself ①～⑥ 

各課で「話す（やり取り）」，「話す（発表）」，「書く」活動をするために役立つ解説をまとめ

ています． 

3. Extended Activities 

各課で学んだ知識を活用しながら行う表現活動のページです．イラストで示された状況

や設定において，パートナーとやり取りをしたり，クラスの前で発表したりします． 

① 1：表現とイラストを関連させた活動です．正課で学習した言語の基本事項や重要表

現を活用しながら，ペアでやり取りの活動を行います． 

② 2：あるトピックに基づいてペアで会話をするやり取りの活動です．会話例を参照し

ながら自然な場面・状況で自分のことを自由に表現できるので，無理なく正課での学

習事項を踏まえて表現力を伸長させることができます． 

③ Further Activity：2で行ったやり取りの活動を，クラスの前で実演する活動です． 

4. Basic Sentences 

各課のGrammar for Expressing Yourselfで学習した基本例文を日本語訳とともに再掲し

ています．表現のバリエーションをさらに増やすための例文も追加掲載しており，正課の

復習を兼ねて活用することで英語での表現力をいっそう伸長させることができます． 

5. Useful Expressions 

各課のテーマに関連する語句を一覧にしています． Let’s Communicate!やGoal 

Activities Task 2などの表現活動をする際に役立てることができます． 

6. Basic Rules for English Expressions 

① 解説・基本例文：英語で表現するための基本ルールを例文とともに学習します．  

② Express Yourself：学習した基本ルールを確認しながら，ペアでのやり取りを通した

自己表現活動を行います． 
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7. 付表 1-5 

動詞の活用など，英語で表現するための基本ルールの一覧表です． 

8. 後見返し（Classroom English） 

授業中に使える英語表現の一覧です．二次元コードから，ペアワークやプレゼンテーシ

ョンで使われる表現の実演動画を見ることができます．  
 

２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

Lesson 1～14 内容 

(1) 英語の特徴やきまりに関する

事項 

 

 

(2) 情報を整理しながら考えなど

を形成し，英語で表現したり，

伝え合ったりすることに関する

事項 

 

 

 

 

 

 

(3) ① 言語活動に関する事項 

ア 話すこと［やり取り］  

イ 話すこと［発表］  

ウ 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 言語の働きに関する事項  

 

 

 

 

 

内容の取扱い 

コミュニケーションを図る資質

・能力を育成するためのこれま

での総合的な指導を踏まえ，話

したり書いたりする言語活動を

中心に，情報や考えなどを表現

したり伝え合ったりする能力の

向上を図るように指導するもの

とする． 

 
 
 

内容  

(1) 

Grammar for Expressing 

Yourself 解説文，基本例文 

(10, 12ページほか) 

(2) 

Before you start... 2 (8, 16ペ

ージほか ) Model Dialog / 

Model Passage (9, 17ページ

ほ か  ， Express Yourself 

(11, 13ページほか)，Task 1 

(10, 18ページほか)，Task 2 

(10, 18ページほか )，Goal 

(11, 19ページほか )， TRY 

(11, 19ページほか) 

(3) ① 

ア  Before you start... 2 (8, 

16 ペ ー ジ ほ か ) ， Let’s 

Communicate! (9, 17ページ

ほか )，Express Yourself 2 

(11, 13ページほか)，Task 2 

(10, 18ページほか )， TRY 

(11, 19ページほか) 

イ  Express Yourself 1(11, 

13ページほか )，Goal (11, 

19ページほか) 

ウ  Express Yourself 1(11, 

13ページほか )，Goal (11, 

19ページほか) 

② 

Model Dialog / Model Passage 

(9, 17 ページほか ) ， Let’s 

Communicate!(9, 17ページほ

か )，Logic and Expressions 

(9, 17ページほか) 

内容の取扱い 

Before you start... 2 (8, 16ペ

ージほか )，Questions and 

Answers (9, 17ページほか)，

Let’s Communicate! (9, 17ペ

ー ジ ほ か ) ， Express 

Yourself 1, 2 (11, 13ページほ

か)，Task 2(14, 22ページほ

か )，Goal (15, 23ページほ

か)，TRY (15, 23ページほか) 

 

56 
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 How to express yourself 

①～⑥ 

内容 

(1) 英語の特徴やきまりに関する事項 

(2) 情報を整理しながら考えなどを

形成し，英語で表現したり，伝え合

ったりすることに関する事項 

(3) ① 言語活動に関する事項 

ア 話すこと［やり取り］  

イ 話すこと［発表］  

ウ 書くこと 

 

 

(1) 全般 

(2) 全般 

 

 

(3) ① 

ア 24～25ページ, 114～115

ページ 

イ 42～43ページ 

ウ 60～61ページ, 78～79ペ

ージ, 60～61ページ 

6 

Extended Activities  

Lessons 1-14 

内容 

(1) 英語の特徴やきまりに関する事項 

 

(2) 情報を整理しながら考えなど

を形成し，英語で表現したり，

伝え合ったりすることに関する

事項 

(3) ① 言語活動に関する事項 

ア 話すこと［やり取り］  

イ 話すこと［発表］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ② 言語の働きに関する事項 

内容の取扱い 

コミュニケーションを図る資質・

能力を育成するためのこれまでの

総合的な指導を踏まえ，話したり

書いたりする言語活動を中心に，

情報や考えなどを表現したり伝え

合ったりする能力の向上を図るよ

うに指導するものとする． 

 

(1) 

１  (133, 134ページほか) 

(2)  

２  (133, 134ページほか) 

Further Activity (133, 134

ページほか) 

(3) ① 

ア１ (133, 134ページほか)，

２ (133, 134ページほか) 

イ Further Activity (133, 

134ページほか) 

(3) ② 全般 

内容の取扱い 

全般 

－ 

Basic Sentences 

─基本例文一覧 

内容 

(1) 英語の特徴やきまりに関する事項 

(3) ② 言語の働きに関する事項 

148～161ページ 

 
－ 

Useful Expressions 内容 

(1) 英語の特徴やきまりに関する事項

(3) ② 言語の働きに関する事項 

162～169ページ 

 
－ 

Basic Rules for English 

Expressions 1-3 

内容 

(1) 英語の特徴やきまりに関する事項

(3) ① 言語活動に関する事項 

ア 話すこと［やり取り］  

 

(3) ② 言語の働きに関する事項 

内容 

(1) 全般 

(3) ① 

ア  Express Yourself (171, 

172, 173ページ)) 

(3) ② 全般 

－ 

付表1-5 内容 

(1) 英語の特徴やきまりに関する事項 

174～175ページ 

 
－ 

後見返し 

Classroom English 

内容 

(1) 英語の特徴やきまりに関する事項 

後見返しⅢ・Ⅳ 
‐ 

 
計 62 

 
 


